
 

急傾斜地崩壊危険区域内行為許可申請書の作成について 
１ 申請書記載要領 
 （１）行為地 
   ア 区域の名称 県が指定している危険区域の名称 
   イ 所在地番  危険区域内の行為地すべての登記簿上の地番 
   ウ 地目・面積 工事を施行する総面積のうち危険区域内の地目・敷地面積 
 （２）行為の内容 

   ※記載例  
専用住宅新築に伴う盛土、切土、掘削及び工作物の設置 

 行為面積   〇〇．00 ㎡ 
基礎掘削面積  〇〇．00 ㎡ 
切土面積    〇〇．00 ㎡ 
盛土面積      〇〇．00 ㎡ 

 排水管 φ〇〇mm 延長△.△ｍ～△.△ｍ、深さ□□ｍ～□□ｍ 
 給水管 φ〇〇mm 延長△.△ｍ～△.△ｍ、深さ□□ｍ～□□ｍ 
 給水桝○個、排水桝○個 
擁壁・石積（タイプ別の高さ・延長） 高さ○ｍ、延長○ｍ 

＊行為地が危険区域内外にわたる場合は、危険区域内の分についてのみ記載（面積・延長・箇所数

等）してください。（面積等の数値は、小数第３位を切り捨て） 
（３）行為の期間 

   ア 作業期間 行為に着手する日から完了する日までの期間 
         （許可された工期内に完了しない場合は、変更申請が必要となりますので、工期はあら

かじめ余裕をもって決めてください。） 
   イ 工作物の設置期間 仮設物の場合のみ記入してください。 
 

２ 添付書類 
 （１）位置図  案内図程度のもので構いません。 
 （２）急傾斜地崩壊危険区域図（神奈川県土砂災害ポータル： 

http://dosyasaigai.pref.kanagawa.jp/php/map.php?mapmode=kyukei から該当する危険区域図を印刷） 
 （３）公図写し 申請地を赤線で示してください。 
 （４）土地の登記簿謄本 
   ア 土地所有者確認の為、土地登記簿謄本を用意して下さい。 

イ 申請者が土地所有者でない場合は、当該行為についての土地使用承諾書(写しでも可）を添付して

ください。 
 （５）計画平面図（敷地配置図 縮尺1/1000以上のもの） 

   ア 申請敷地内だけでなく、道路・周囲のガケ・隣接地（一宅地分ぐらい）までの範囲で作成し、断

面図作成箇所の測線を符号をもって記入してください。特に近くにガケがある場合は、ガケの状

態（施設の有無）がわかるようにしてください。 
   イ 隣接境界線（作業エリア）を赤線で囲み、既設・新設の区別、建築物等の配置がわかるようにし

てください。また、敷地の一部が危険区域内に入っている場合は、危険区域の線も明示してくだ

さい。 
   ウ 給水管・排水施設については経路・内径・延長を明示（給水管は緑色、排水施設は青色で着色）

し、新設・既設の区別をしてください。特に排水等の流末処理を明示してください。 
     雨水桝、汚水桝については、危険区域内に新設する個数を明示してください。 
   エ 擁壁等については新設・既設・管理者及びそのタイプを明示してください。既存擁壁が県施工施

設の場合は擁壁（ガケ下は側溝の外側）から建物の外壁及び工作物を最低１ｍ以上離すようお願

いします。（擁壁の維持管理に必要最低限のスペースとなります）また、その最短部分の寸法を

明示してください。 
オ 切土部分は黄色、盛土部分は赤色で着色してください。 
カ 敷地面積・基礎掘削面積・切土面積・盛土面積を求積の上、求積図を添付してください。道路後



 
退がある場合は後退面積も含めた求積図を作成してください。行為が急傾斜地崩壊危険区域の内

外にまたがる場合は、急傾斜地崩壊危険区域内の面積のみを求積の上、その求積図を添付してく

ださい。 
 （４）計画縦横断面図 
   ア 計画平面図に測線で示した箇所の縦断・横断をそれぞれ作成し、計画平面図に表示したものはも

れなく記入してください。 
   イ 断面図の中には隣接境界線を赤線で示し、申請物の断面・基礎の形状深さ・擁壁の形状(基礎）・

掘削線等を示してください。 
   ウ 擁壁等については新設・既設・管理者及びそのタイプを明示してください。 

なお、擁壁設置に伴う掘削線も記入してください。 
   エ 切土・盛土がある場合は現況地盤線と計画地盤線の両方を記入し切土部分は黄色、盛土部分は赤

色で着色して表示してください。 
   オ 山留工・土留工が必要な場合は構造計算書を添付してください。また、使用した基準、指針も明

記してください。 
   カ ガケ（自然ガケ・擁壁）に隣接している土地に施設を設置する等の行為を行う場合には、ガケか

ら建築物等までの距離やその状態が分かるように作成してください。 
 （５）構造図 
   ア 建築物等の基礎等についての構造等（基礎伏図、基礎断面図、矩計図、立面図等）を添付してく

ださい。 
   イ 擁壁を設置する場合は、厚木市の宅造基準タイプであれば、その標準断面図を添付してください。

基準外のものであれば必ず構造図を添付してください。（構造計算書を添付していただく場合も

あります。） 
 （６）委任状（申請者と申請書類提出者が異なる場合のみ添付してください。） 
 （７）現況写真  
   ア 申請地及び周囲のがけの様子が分かる写真を数枚添付してください。 
   イ 写真には、申請箇所を朱書きしてください。 
   ウ 撮影年月日・撮影位置を明示すること。 
 （８）その他の注意事項 
   ア 大規模な工事や土留工を必要とする工事の場合は、工程表、施行計画書、仮設防災計画等の書類

を添付してください。 
   イ 大量の残土が発生する場合は、「神奈川県土砂の適正処理に関する条例」に該当する場合があり

ます。 
 

３ 提出部数  
申請書は、１部提出してください。 

 

４ 許可までの日数の目安（標準処理期間） 
   約 20日となります。 

   （ただし、補正等に要する日時及び土日祝日等の閉庁日は日数に含みません。） 

 

 

  担当者不在の場合がありますので、あらかじめ許認可指課あてに希望日時をご連絡のうえご来

所くださるようお願いします。 

 なお、窓口受付時間は、（午前）９：00～12：00、（午後）１：00～４：00となっておりますの

で、ご注意ください。 

  

厚木土木事務所東部センター 綾瀬市寺尾本町１-１１-３ 

      TEL 0467-79-2865 FAX 0467-79-2858 

 

申請受付窓口 


